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★ 高周波基板、半導体封止など最新エレクトロニクス実装材料に応える“具体策”が先進企業の事例からわかる！ 
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書籍No.2222 「エポキシ樹脂」  試読およびお申し込みはこちらから （https://www.gijutu.co.jp/doc/b_2222.htm） 

本書のポイント 

樹脂の配合設計と高機能化 
-高耐熱,高熱伝導化と絶縁性,低誘電率化,強靭化- 
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高耐熱，高熱伝導化 

・５G･６G対応、パワーモジュールなど長期耐熱性への対応 
・ベンゾオキサジン,ビスマレイミド変性による高耐熱化 
・BN,AlN,Al2O3など高熱伝導率のフィラーの高充填 
・耐熱性とトレードオフになる低誘電率化のアプローチ 

 

強靭化、高強度化 

・CFRPマトリクス樹脂としての 加工性との両立 
・剛直骨格を有する構造設計 
・自己修復性、耐食性に優れたコーティング 

 

環境対応 

・植物油由来エポキシ樹脂の開発、応用事例  
・エポキシ樹脂単体、CFRPのリサイクル技術  
・CO2排出量の低い硬化プロセスの開発 

 

高接着性 

・マルチマテリアル化による自動車接着剤の要求特性  
・高粘度、高室温安定性など作業性に優れた機能 

 

最新技術・トラブル対策 
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第５章 高熱伝導化と絶縁性向上、低誘電化事例 
１節 液晶構造の導入によるエポキシ樹脂の高熱伝導化技術 
２節  
３節 セラミックスフィラー添加 

材料の高熱伝導化 
４節  
５節 自己析出塗料としての 
    エポキシ樹脂の適用と絶縁性、エッジカバー性向上 
６節 低誘電エポキシ樹脂の開発動向  
 
第６章 エポキシ樹脂の強靭化、耐久性、耐食性向上技術 
１節 シランカップリング剤による 

エポキシ樹脂の低吸水率・高強度化 
２節  
３節 熱可塑性エポキシ樹脂の高靭性と応用事例 
４節 変性や配合改質による強靭化 
５節  
６節 テーラーメイドな形状記憶を可能とした 

新規エポキシ硬化樹脂の開発 
７節 エポキシ樹脂とナノ材料を用いた 

自己修復性防食コーティング 
８節 炭素繊維／エポキシ樹脂複合材料への 

マイクロカプセルによる自己修復性の付与 
 
第７章 エポキシ樹脂の接着性向上技術 
１節  
２節  
３節  
４節 エポキシ樹脂の接着性と 

エポキシ樹脂系接着剤の接着力・密着力向上 
 
第８章 エポキシ樹脂の環境対応動向 
１節 環境調和型有機分子触媒を利用した 

エポキシドの開環重合とそのエポキシ樹脂への応用 
２節 
３節  
４節 バイオマスナノファイバーと 

エポキシ樹脂との複合化による強度向上 
５節  
６節 植物油由来エポキシ樹脂の開発と 

電力用モールド機器へ応用事例 
７節  

第１章 エポキシ樹脂の特徴と合成反応と硬化制御技術 

１節 エポキシ樹脂の最新開発動向 

２節 エポキシ樹脂の光硬化反応 

３節 シアネートエステル硬化系の 

反応機構、特性と性能向上手法 

４節  

５節 スルホニウム塩による 

エポキシ樹脂の硬化における低温化と熱安定性の改善 

６節  

７節 多官能チオール硬化剤の特徴と低温硬化技術 

 

第２章 エポキシ樹脂の使いこなし 

１節 硬化剤、硬化促進剤の種類、特徴と選定技術 

２節 エポキシ樹脂使用時のトラブル対策 

 

第３章 エポキシ樹脂の評価法 

１節 エポキシ樹脂の硬化速度、硬化度の解析手法  

２節 熱分解ガスクロマトグラフィーによる 

エポキシ樹脂の硬化度・硬化反応解析 

３節 シミュレーションによるエポキシ樹脂の硬化反応解析 

４節 エポキシ樹脂の収縮率、応力測定技術  

５節 パルスNMRを用いたエポキシ樹脂の分子運動性解析 

６節 分子動力学法によるエポキシ樹脂の力学特性予測 

７節 エポキシ樹脂の時間温度換算則と緩和挙動解析 

８節  

 

第４章 耐熱性、難燃性向上事例 

１節 エポキシ樹脂の耐熱性向上とその他機能性の両立 

２節  

３節 シリカフィラー分散によるエポキシ樹脂の熱物性向上 

４節 脂環式エポキシ樹脂の高耐熱性、透明性 

５節 フルオレン骨格導入による 

エポキシ樹脂の高耐熱柔軟性向上 

６節 ポリカルボジイミド硬化系の反応機構と特性 

７節 酸無水物系エポキシ硬化剤の特徴と特性改善 

～耐熱性・透明性・耐湿性など～ 

８節 イミド系エポキシ硬化剤による耐熱性と柔軟性の両立 

９節  

１０節 半導体封止用エポキシ樹脂の特徴と 

先端半導体パッケージの動向 


